第8回XCIJ総会　議事録

日時：　２００９年５月２９日（金）、12:10-13:00

場所：　201会場（新潟・発生生物学会　朱鷺メッセ）

出席者：浅島、上野（直）、平良、矢尾板、栃内、岩尾、前野、井筒、福井、黒田、餅井、鈴木（厚）、鈴木（賢）、上野（秀）、渡部、渡辺（明）、木下　他数名　（敬称略）

議事進行：平良、書記：木下

報告事項

１．NBRPの現況

矢尾板先生よりナショナルバイオリソース（NBRP）の現状報告が行われた。平成２０年度、広島大学（両生類研究施設）と東京大学（浅島研）では例年通り、交配を進め、研究者に700匹弱のネッタイツメガエルを提供した実績が報告された。申請書も簡略化されているので、是非とも、この機会にネッタイツメガエルを利用して研究成果をあげて欲しいとの呼びかけがあった。また、NBRPとは別に、広島大学（両生類研究施設）では、両生類を使った基礎研究を推進するために、トランスジェニック個体の収集を開始し、以後、保存、提供にあたるとの説明があった。

２．首都圏支部会（XCIJ-MA）の設立と開催

平良先生より、２４名のPIを代表とした研究チームが参加し、首都圏支部会（XCIJ-MA）が設立された経緯が説明された。またこれまでに２回の研究集会（第１回：２００８年１０月、東京大学本郷キャンパス、第２回：２００９年３月、東京大学駒場キャンパス）が行われ、それぞれ７０名１８演題、６０名１３演題からなる研究集会が行われたことの経過報告があった。第３回研究集会は１０月３１日早稲田大学で行われる予定である。

３．その他

（１）道上先生よりXCIJのメーリングリストが年度ごとに更新されていることの説明があり、国内、国外を問わず、実験方法に関する有意義な情報交換がメーリングリスト上で行われていることの現状報告があった。今後はメーリングリストを利用し研究に必要な「プロトコル集」の作成をめざすことが提案された。

（２）浅島先生よりツボカビ問題についての現状が報告された。ツボカビを大量投与してもカエル類の死亡率は１６％に止まり、ツボカビがカエル類の大量死の原因にならないことがわかったことから、ツボカビ問題は次第に沈静化しつつあることが報告された。今後は一般市民にツボカビについての正しく認識をもってもらうために、ツボカビとカエルの関係に関する正確な情報をXCIJのホームページ上に公開していくことになった。

審議事項

１．日本ツメガエル研究集会の運営について

鈴木（厚）先生より日本ツメガエル研究集会の運営方針について提案があり、日本発生生物学会や分子生物学会等、学会での関連集会として実施する年と単独で集会を開く年を交互に組み合わせることになった。また、日本ツメガエル研究集会に関する記事を日本発生生物学会のホームページに掲載して頂くこととした。今年は１０月５〜７日宮島（広島）での単独開催を予定している。尚、日本ツメガエル研究集会はXCIJのブランチとして位置づけ、「日本ツメガエル研究集会運営委員会」の設置が認められた。付帯事項として、当該運営委員会と首都圏支部集会運営委員会の代表者は自動的にXCIJ運営委員のメンバーとなることが承認された。

２．Xenopus laevisのゲノムプロジェクトについて

平良先生よりX. laevisのゲノムプロジェクトについての現状報告と提案があった。米国でHarlandとGraingerを中心に申請されているプロジェクトは採択された場合でも、目的に特化した部分的なゲノム解析に止まることが説明された。X. laevisの全ゲノム情報は基礎研究を推進する上で必須であること、日本では近郊系のJ lineが確立していることから、日本独自でJ lineを使ったゲノムプロジェクトを立ち上げるためのX. laevisゲノムプロジェクト推進委員会（仮称）をXCIJに設立することが提案され、承認された。フロアーより、ゲノムプロジェクトを成し遂げるには強い目的意識をもったリーダーとバイオインフォマティクスの専門家の協力が必須であるとの指摘があり、今後はこれらの点に留意しながら、メダカのゲノムプロジェクトを参考として、当面は平良先生が中心となりプロジェクトの組織作りを行っていくことになった。

